
令不□2年度
部〉総合評価落札方式のガイドライン運用の改正

1 施工計画審査タイプにおける添付資料の削減
ONETIS掲 載の新技術については、NE丁 IS番号のみを記載し、カタログ等の資料の
提出は不要とする。

また、NETIS掲 載以タトの新技術・新工法・特許工法等については、技術的所見毎に 1枚
までの提出とする。
※NE丁 IS番号の不記載や番号の間違いは評価しない。

2 円滑な事業執行への貢献 【地l或の守り手確保】
○高度な技術を必要とする工事や自然環境に配慮する工事など、各 (総合)振興局で指定する

重点工事を受注し完成した場合、次年度の該当 (総含)振興局の総含評価落札方式において、
受注工事の内容や受注本数に応じて、円滑な事業執行への貢献度 (地域貢献度)と して、
加点評価を行う。

※指名停止の措置、総含評価落本L方式の不履行、重要なI限疵による1参補 (損害賠償)請求が
あった場合は除 <。

ポイントの設定と加点評価の例 :各 (総合)振興局で設定

工 事 種 類 ポイント

高度な技術力を必要とする工事 〇.50

自然環境に配慮する工事 ○.50

市街地等で振動・騒音規制区域内の工事 〇.25

点在型工事 ○.25

僻地工事 〇.25

その他各絲総合)振興局で指定する工事

(緊急工事や災害復旧等で重要と判断)
〇.25

※工事種類は、水産土木と森林土木
では別評価とする

※ポイント数、指定工事、加点数は

各 (総含)振興局で設定し、
『地域の守り手確保』の地域独自

項目で評価

‐緊計ポイント

1.〇〇以上 1.○○点加点

○.5以上 1.〇未満 〇.50点加点

〇.5未満 〇.25点力0点

加 点



2 円滑な事業執行への貢献 (評価の流れ)

令和2年度 令和3年度

・令不□2年度 4月 1日以降の/AN告の工事で、
各 (総合)振興局が動 工皇を設定

0/AN告に当該重点工事であり次年度の総含

評価落本L方式で加点となる旨、記載し入本L

・令禾□3年度4月 1日以降の公告の工事で、
自社の獲得ポイントを自己申告
※令和 3年 3月 31日完成まで対象
※ポイントは 1年間のみ継続して有効
※州副水砺羽面|よ 各総含漸蓼藁,洪同体の
扱しWこ準%

・受注者が工事を完成 ・総合評価落札方式で各(総含)振興局は
ポイントに応じて加点評価
※締切日前日までに①②③の有無を確認

各 (総含)振興局が工事毎に、
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・下記の①②③があ砺 、ポイントは無効
①掲名停止の措置
②総合評価落本し方式の不履行
③重要な瑕疵による修補 (損害賠償)請求

0開 本L

`落本L者決定
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